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組織的な大学院教育改革推進プログラム委員会における評価 

【総合評価】 

■  目的は十分に達成された 

□  目的はほぼ達成された 

□  目的はある程度達成された 

□  目的はあまり達成されていない 

〔実施（達成）状況に関するコメント〕 

「学生の個性に応じた総合力を育む大学院教育」という教育プログラムの目的に沿って、

カリキュラムのオーダーメード化、PBL や、高度人材育成センター等により効果的に実施して

いる点は、成果をあげており、高く評価できる。  

 情報提供に関しては、ホームページ、パンフレット、講演会等で積極的に行っていると判

断される。大学院生への説明がわかりにくい等の実施に際しての課題を、教育プログラムに

フィードバックして、プログラムの修正を行っており、現実的でバランスの良い教育カリキ

ュラムに近づける努力がなされている。 

 平成２２年度以降も、本プログラムを継続することが、大学として決定しており、今後の

成果が期待される。今後は、他の大学院のモデルとなることが重要と思われ、そのための方

策が期待される。 

 

 

（優れた点） 

 オーダーメイドカリキュラム、PBL、高度人材育成センターなどを、現実的に実施して、教

育効果をあげている点が優れている。また、教育プログラムの問題を発見して、解決法もす

でに実施するなど、より良いカリキュラムとする姿勢が評価できる。 

 

 

 

 

（改善を要する点） 

情報発信としては、適切に行われていると判断できるが、よりインパクトのある方法での

情報発信を期待したい。  

 

 

 

 

 

 

（別紙）




